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 今年初めからの新型コロナウイルスの影響で、「３密」「ソーシャルディス

タンス」などの言葉が押し寄せ、「自粛生活」を強いられています。 

5 月末に緊急事態解除され、市民活動も徐々に元に戻りつつあると感じて

いた矢先に、集中豪雨等の大災害で「緊急避難」の事態に直面し、避難所で

の「新型コロナウイルス感染症」対策が急務の課題としてさし迫っています。 

集中豪雨による緊急避難で、これまでのように「避難所」に多くの人が密

集すると新型コロナウイルスの感染が広がるリスクがあり、今、「分散避難」

の重要性が連日のように報道されています。 

しかし、「分散避難」と言われても緊急避難に直面した時、自分や家族の命

を守るため、冷静、適格に判断できるかは誰も想像できません。 

成逸学区では平成 20 年から避難所運営マニュアル策定、以降改訂に取り

組んできましたが、今回、新型コロナウイルス対応についての避難所運営マ

ニュアルの検証、改訂作業が求められています。 

【京都新聞 7 月 9 日朝刊記事】 京都の避難所開設で課題が浮き彫りになっています 

成逸防災まちづくりニュース  2020-№1 令和２年７月 

◆新型コロナウイルスの感染が広がる中、集中豪雨による大災害が頻発しています 

■発⾏︓成逸まちづくり推進委員会 成逸⾃主防災会    ■編集協⼒︓京・まち・ねっと

◆成逸学区では今年度は、「新型コロナウイルスの感染症対策と
⾃然災害の複合災害時の『分散避難』の検証と「避難所運営マ
ニュアルの改訂作業」に取り組みます 
 「分散避難への心がけ」について裏面で紹介していますので、是非熟読頂き、

家族で確認してください。 

今年度は「分散避難について成逸学区でどのように対応するかの検証」を進

めるとともに、「新型コロナウイルス感染症対策」を考慮しての「避難所運営マ

ニュアル改訂」に取り組みます。 

「避難所における

新型コロナウイル

ス感染症対策」に

ついては国、京都

市及び医師会等か

ら詳細なマニュア

ルが発表されてい

ますが、実際の避

難所ではまだまだ

混乱が続いていま

す。誰も想定いな

かったことで、こ

れからも混乱が予

想されます。 
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   『分散避難』を考える︕︕︕ 

『分散避難』への⼼がけ 
 災害の発生の恐れがあり、緊急避難が迫った時、避難所に多くの人が避難して密集すると、新型コロナ

ウイルスの感染が広がるリスクがあります。緊急避難の避難場所としては「避難所」以外にも、「在宅避難」

「親戚や知人宅」「ホテル」「車中泊」など様々な避難先に、分散して避難することが大切です。 

緊急の災害の危険がせまったら 
あなたはどこに逃げますか︖

避難の⼤原則 
危険が迫る時はためらわず逃げる︕

しかし、避難所に⼈があふれる 
→感染リスクが⾼まる 

感染リスクを減らすため 
分散して避難する⽅法が有効です

①⾃宅の場所が 
 安全な場所にあるか︖ 
 頑丈な建物か︖ 
 ⾼い階に避難できるか︖ 
●すべてあてはまる場合 
→⾃宅にとどまる⽅法を 
 考えてみてください 

②親戚・知⼈の家やホテル
事前に確認 
 安全な場所にあるか︖ 
 そこまで安全に避難 

できるか︖ 
→親戚、知⼈宅には 
 お願いの連絡をしておく

③⾞の中 
安全な場所にとめられるなら
→⼀時的に過ごすことも 

考えてみてください 
●過ごす際は 
 換気や適度な運動を 

忘れずに⾏いましょう 

◆以下の点については⼗分にご留意ください︕︕︕ 
●「緊急避難の避難場所」は避難生活のための「避難所」とは混同しないように！ 

●在宅避難にご注意を！ 垂直避難でも犠牲になられていますし、余震のリスクもあります！ 

●知人宅やホテルは確実に使えるか、事前に検討しておくことが大切です 

●緊急避難での車利用は避ける！緊急避難の車利用と避難生活の車利用を混同しないように 

●分散避難はみんなばらばらになります。必ず避難先をご近所か、町内会長に連絡すること！！！ 

『分散避難』とは 
避難所の密集を避けるため、避難先を分散させること 

要保存 


